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掃除の様子

先日の掃除の時間、１階トイレの前を通りました。すると、男子も女子も長靴を履きゴム
手袋をはめてトイレ掃除を一生懸命にやっていました。数日後、同じトイレの前を通りまし
た。今度は、上靴を脱ぐところを濡れ雑巾で拭いている場面に出会いました。いつも子ども
たちだけでこんなに一生懸命にやってくれているのかと感心しました。
二舎の１階廊下は中央に白線テープが貼ってありました。それが所々剥がれてきていたの

で、掃除の子たちが剥がしてくれました。しかし、剥がした後が大変で、のりが廊下に黒く
残ってしまうのです。それを掃除の子たちが毎日スポンジで磨いてくれて、英語ルーム前か
ら始まり今では理科室前まで黒い汚れをきれいに落としてくれました。あと少しで昇降口の
壁まできれいになりそうです。
職員室前廊下の子たちも、いつも雑巾がけを頑張っています。職員室前廊下は長いので、

雑巾がけの人は大変です。でも、毎日雑巾がけを欠かさず行っていてくれます。
人から信頼されることは、人が追い求めるべき価値あるものだと思います。しかし、信頼

はたやすく得られるものではありません。もちろんお金で買えるものでもありません。信頼
を得る方法はいくつかあるでしょう。その一つが、人が見ていても見ていなくても、変わら
ずに続けることだと思います。亀崎小で掃除を頑張っている人は、前述した人たちだけでは
ないでしょう。学級の係や委員会の仕事を毎日欠かさず行っている人もいるでしょう。日々
の生活の中で子どもたちが、周りの人から信頼される人に成長していってほしいと思ってい
ます。

委員会の仕事

給食のある日は毎日、放送委員が来てお昼の放送をかけてくれます。ある日、職員室で給
食を食べていると、放送室から人の声が聞こえてきました。耳を澄まして聞いてみると、放
送委員が今から言うセリフを事前に練習している声でした。お昼の放送の時間になり、その
子はマイクを通して流ちょうにセリフを読んでいました。お昼の放送の陰には、放送委員の
このような努力があるのだと知りました。
４時少し前、出張のために職員出口に向かっていると、出席黒板を消している保健委員に

出会いました。出席黒板を消さないと、今日書いた欠席なのか昨日の欠席なのかが分からな
くなり、家田先生がとても困ります。「保健委員はしっかりしているな」とうれしく思いま
した。
先日、４時間目が終わるとすごい雨が降ってきました。慌てて廊下の窓を先生と子どもた

ちとで閉めるほどでした。廊下を歩いていると、「体育倉庫もしめた方がいいですよね」と
女の子二人が声をかけてくれました。外を見ると、石灰庫も体育倉庫も開いていました。そ
の子たちはきっと、中の石灰が濡れないかと心配してくれたのだろうと思いました。「そう
だね。締めておいてくれる」とお願いしました。決められた仕事だけでなく、機転を利かせ
てくれる体育委員に感心しました。

表彰の記録

○家庭の日 ポスターの部 本部長賞（県推薦） 鳥居 ゆり（１年）
〇家庭の日 標語の部 本部長賞（最優秀賞） 浅野 海斗（６年）

スマホ off！！家族でスポーツ 笑顔 on！！
佳 作 鳥居 ゆり（１年）
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〇名古屋地区小中秋季陸上競技大会
小学５年女子 走幅跳 第３位 間瀬 珠理（５年）

第７位 石川陽南子（５年）
小学５年女子 １００ｍ 第７位 石川陽南子（５年）
小学４年女子 ジャベリックボール投 第２位 秋田 陽彩（４年）
小学４年女子 走高跳 第２位 間瀬志央梨（４年）

第８位 榊原 瑠花（４年）
小学３年以下女子 走幅跳 第６位 間瀬 花帆（３年）
小学４年混合４×１００ｍリレー 第７位 片山 迅（４年）
小学４年男子 ８０ｍハードル 第８位 片山 迅（４年）
〇小学生完全体重別柔道大会
男子チャレンジ４６ｋｇ超級 準優勝 横田 蒼空（５年）
男子ノービス ４６ｋｇ級 第３位 高橋 勇吏（５年）
〇愛知県小学生秋季ソフトテニス大会東尾張予選会
４年以下女子の部 ペア 準優勝 黒田 雪乃（４年）
〇碧南市秋季市民総合体育大会
小学３・４年生空手男女混合形の部 優 勝 天木 大智（３年）
〇愛知県小学生陸上選手権大会
小学４年女子 ジャベリックボール投 第７位 秋田 陽彩（４年）
小学５年女子 走幅跳 第５位 間瀬 珠理（５年）
〇平和に関するポスターコンクール 佳 作 小山 虎琉（３年）

♣ 子育てアラカルト ♣
［子どもの本心］
子どもの心を分かろうとしない、子どもと心を通わさないと、こんな歌を詠まれるはめに

なる。
《中学生の歌３首》
○十四年 父の無能を 吹き込まれ ようやくわかった 母の愚かさ
－子どもの前で、お互いの悪口は言わないこと！－
○ママの馬鹿 親戚集まる そのたびに 挨拶代わりか 僕の失敗談
－人前では、いいことを言ってあげよう－
○家庭とは 父厳しくて 母やさし それでいいのだ うちは違うか
－違ってもいい。役割分担が大切－

【心に刻む詩】
あなたは生きているだけで満点です。
そのことを知っていますか。
時々、大人はそのことを忘れるのです。ですから、
あなたは自分で自分の心に言ってあげてください。
「私は生きているだけで満点なのよ」
「僕は生きているからそれだけで満点なんだ」とね。

なぜだと思いますか。
なぜなら、私たちは皆、
この世で生きるために生まれてきているからです。
ですから、生きているだけでまず満点です。

あとはそれぞれ、
一人一人が喜びのある冒険をいっぱいして
この世のことを学びたいだけ学んで、
寿命をまっとうすればよいのです。

満点のあなたが、まずしたい冒険は何ですか。 夏目 詳子

（ある教育者のひとり言 より）


